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各構成組織から６２人が参加 主催者を代表し河村議長あいさつ

構成組織から150人が参加

中小・地場労働者の処遇改善に決意

相談ダイヤル利用を宣伝

各構成組織から80人が参加、熱心に勉強

Ⅰ
部  

連
合
白
書
学
習
会

Ⅱ
部  

年
金
積
立
金
は
だ
れ
の
も
の

中
小
共
闘
方
針
を
共
有
化 新

し
い
情
報
を
交
渉
に
活
か
す

新
し
い
情
報
を
交
渉
に
活
か
す

労働相談
ダイヤルで街宣

賃
上
げ
で
デ
フ
レ
脱
却
を

　

２
月
21
日
〜
22
日
の
２
日

間
、
阿
波
観
光
ホ
テ
ル
で
徳
島

県
中
小
労
働
対
策
本
部
第
24
回

定
期
総
会
・
一
泊
研
修
会
を
開

催
し
、
県
内
の
中
小
の
各
単
組

か
ら
62
人
が
参
加
し
た
。

　

宮
本
副
議
長
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
総
会
議
長
に
西
内
幹
事

　

徳
島
県
春
闘
共
闘
会
議
及
び

連
合
徳
島
は
２
０
１
５
年
２
月

６
日
労
働
福
祉
会
館
別
館
５
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
２
０
１
５
春

季
生
活
闘
争
開
始
宣
言
徳
島
集

会
を
開
催
し
、
各
構
成
組
織
や

各
団
体
か
ら
１
５
０
人
が
参
加

し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
河

村
共
闘
会
議
議
長
か
ら
「
賃
上

げ
、
時
短
の
取
り
組
み
を
通
じ

デ
フ
レ
脱
却
や
経
済
の
好
循
環

３月13日（金）
・2015春季生活闘争徳島県公務労協総決起集会（自治労プラザ）
３月14日（土）
・KNT47in徳島　古賀会長とニューリーダーの直接会話（クレメントホテル徳島）
３月15日（日）
・2015syuntoふれあいファミリーデー（あすたむらんど徳島）
３月20日（金）
・第36回部落解放徳島地方共闘会議定期総会（阿波観光ホテル）

◎

◎

◎

◎

の
実
現
を
は
か
る
闘
い
で
あ

る
。
３
月
18
日
の
第
一
先
行
組

合
の
回
答
指
定
日
に
向
け
、
闘

い
を
進
め
て
行
く
。
正
規
・
非

正
規
を
問
わ
ず
『
働
く
こ
と
を

軸
と
し
た
安
心
社
会
』
の
実
現

に
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
。

森
本
共
闘
会
議
事
務
局
長
か
ら

「
２
０
１
５
春
季
生
活
闘
争
の

闘
い
の
基
本
的
な
考
え
方
『
県

内
に
お
け
る
共
闘
体
制
を
強
化

し
総
掛
か
り
体
制
で
闘
争
を
展

開
す
る
。
具
体
的
な
労
働
条
件

の
要
求
内
容
、
賃
上
げ
要
求
・

格
差
是
正
・
非
正
規
労
働
者
の

労
働
条
件
の
改
善
・
職
場
に
お

け
る
男
女
平
等
の
実
現
』
闘
い

の
進
め
方
と
し
て
、
要
求
書
の

提
出
は
２
月
末
と
し
、
遅
く
と

も
３
月
末
ま
で
に
提
出
す

る
。
」
と
方
針
と
課
題
を
提
起

し
た
。

　

そ
の
後
、
民
間
大
手
、
民
間

中
小
、
官
公
労
、
地
域
部
会
か

ら
各
部
会
の
決
意
が
表
明
さ
れ

た
。

　

２
月
10
日
全
国
一
斉
労
働

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
開
設
と
春
闘

の
一
環
と
し
て
、「
な
ん
で
も

労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
周

知
す
る
街
宣
行
動
を
徳
島
駅

前
で
行
い
、
各
構
成
組
織
か

ら
40
人
が
参
加
。

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番

号
を
記
載
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
と
「
パ
ー
ト
・
派

遣
・
契
約
社
員
の
労
働
相
談

駆
け
込
み
ダ
イ
ヤ
ル
」
と
書

か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
利
用
を
宣
伝

し
た
。

　

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
は
２
月
12

日
か
ら
14
日
の
３
日
間
行
わ

れ
、
賃
金
の
未
払
い
や
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

相
談
等
が
10
件
寄
せ
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
河
村
共
闘
会
議
議

長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
意
思

統
一
を
図
っ
た
。　
　

が
承
認
さ
れ
た
。
冒
頭
、
徳
島

県
中
小
労
働
対
策
本
部
平
井
議

長
か
ら
「
昨
年
の
衆
議
院
議
員

選
挙
で
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
強
権
的
な
政
権
運
営
を
行
う

こ
と
に
極
め
て
強
い
懸
念
が
あ

る
。
４
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地

方
選
挙
に
お
い
て
は
、
連
合
徳

島
推
薦
議
員
の
当
選
に
向
け
取

り
組
む
。
２
０
１
５
春
季
生
活

闘
争
は
ま
ず
賃
金
引
き
上
げ
に

よ
る
消
費
拡
大
は
こ
れ
ま
で
も

我
々
も
求
め
て
き
た
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却

が
実
現
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
連
合
徳
島
河
村
会
長

か
ら
「
２
０
１
５
年
は
大
き
な

節
目
の
年
で
あ
る
終
戦
か
ら
70

年
、
阪
神
大
震
災
か
ら
20
年
の

節
目
に
な
り
、
４
年
目
と
な
る

東
日
本
大
震
災
は
じ
め
大
き
な

災
害
が
続
い
て
い
る
。
春
闘
が

今
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
60
年
、

こ
れ
ま
で
様
々
な
課
題
を
労
使

が
真
摯
に
交
渉
を
積
み
重
ね
、

社
会
全
体
の
安
定
と
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
。」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
連
合
本
部
須
田
総
合

局
長
、
徳
島
労
働
局
労
働
基
準

部
松
田
部
長
、
徳
島
県
商
工
労

働
部
労
働
雇
用
課
谷
口
課
長
、

来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
。

　

議
事
で
は
中
小
労
働
対
策
本

部
田
北
事
務
局
長
が
２
０
１
４

年
活
動
経
過
報
告
、
２
０
１
５

年
度
活
動
基
本
方
針
、
会
計
予

算
を
一
括
提
案
し
、
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。
平
井
議
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を

終
了
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
一
泊
研
修
会

が
開
か
れ
、「
２
０
１
５
春
季

生
活
闘
争
の
取
り
組
み
」「
危

機
に
直
面
す
る
労
働
運
動
」「
労

働
安
全
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

２
０
１
５
春
季
生
活
闘
争
徳

島
県
共
闘
会
議
は
２
月
17
日
労

働
福
祉
会
館
別
館
５
Ｆ
ホ
ー
ル

で
学
習
会
を
開
催
し
、
各
構
成

組
織
、
推
薦
議
員
か
ら
80
人
が

参
加
し
た
。　

　

冒
頭
、
河
村
議
長
は
「
春
闘

の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
本
部
か

ら
新
し
い
情
報
を
勉
強
し
、
交

渉
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
第
１
部
、
連
合
白
書

に
つ
い
て
連
合
本
部
総
合
労
働

局
労
働
条
件
・
中
小
労
働
対
策

局
曽
原
局
長
か
ら
「
今
春
闘
の

状
況
・
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
、

政
労
使
会
議
で
経
済
の
好
循
環

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
中

小
企
業
で
働
く
者
の
底
上
げ
、

非
正
規
の
格
差
是
正
、
そ
れ
が

な
け
れ
ば
一
部
の
大
手
企
業
の

賃
上
げ
だ
け
で
は
経
済
の
好
循

環
に
な
ら
な
い
。」
と
説
明
を

受
け
た
。
第
２
部
、「
年
金
は

だ
れ
の
も
の
」
テ
ー
マ
で
連
合

本
部
総
合
政
策
局
生
活
福
祉
局

照
沼
部
長
か
ら
「
年
金
積
立
金

管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
が
厚
生
年
金
・
国
民

年
金
の
年
金
積
立
金
約
１
３
０

兆
円
を
管
理
・
運
用
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
法
に
基
づ
き
最
終
的

な
責
任
が
厚
生
労
働
大
臣
に
あ

り
、
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の

た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
堅
持

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
日
本
経

済
へ
の
貢
献
が
目
的
で
は
な
い
、

金
融
・
資
本
市
場
の
活
性
化
を

目
的
に
政
府
の
政
策
と
し
て
運

用
の
見
直
し
を
掲
げ
る
こ
と
自

体
、
不
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
安
全
資
産
と
さ
れ
た
国
内
債

権
の
比
率
を
大
幅
に
引
き
下
げ

る
一
方
、
リ
ス
ク
性
資
産
割
合

を
高
め
た
変
更
に
な
っ
て
い
る
。

何
よ
り
保
険
料
の
拠
出
者
で
あ

る
労
使
や
国
民
に
対
す
る
十
分

な
説
明
を
欠
い
た
ま
ま
変
更
し

た
こ
と
が
極
め
て
問
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組
織
運

営
）
の
問
題
、
独
立
行
政
法
人

で
あ
る
た
め
、
業
務
に
関
す
る

権
限
・
責
任
が
理
事
長
一
人
に

集
中
し
て
い
る
独
任
制
、
会
議

自
体
も
完
全
非
公
開
と
さ
れ
て

い
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
。

　

質
疑
で
は
「
１
３
０
兆
円
の

う
ち
半
額
は
株
に
投
資
さ
れ
て

い
る
。
審
議
会
委
員
の
会
社
の

た
め
の
投
資
で
は
な
い
か
？
」

と
発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
河
村
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
学
習
会
を
終
え

た
。
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「
反
差
別
・
人
権
確
立
・
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た

  

　 

県
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
反
差
別
・
人
権
確
立
・
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た

  

　 

県
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
反
差
別
・
人
権
確
立
・
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た

  

　 

県
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

│
統
一
地
方
選
挙
も
一
丸
で
│

│
統
一
地
方
選
挙
も
一
丸
で
│

│
統
一
地
方
選
挙
も
一
丸
で
│

連合徳島各構成組織や経営団体、行政など１８９５人が参加

各構成組織・各団体から１００人が参加 映画を制作された綾瀬あや監督（写真右）

40人が参加、意志統一労働紛争の支援強化、団結ガンバロウ

15
活
動
方
針
満
場
一
致
で
承
認

連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン
第
６
回
定
期
大
会

　

第
35
回
部
落
解
放
・
人
権
徳

島
地
方
研
究
集
会
が
２
０
１
５

年
２
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、

「
す
べ
て
の
力
を
集
め
て
『
部

落
解
放
・
人
権
政
策
』
を
確
立

し
よ
う
。
反
差
別
・
人
権
確

立
・
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
た

県
民
運
動
を
展
開
し
よ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
徳
島
市
内
で
開

催
さ
れ
、
労
働
組
合
や
経
営
者

団
体
、
行
政
な
ど
延
べ
１
８
９

５
人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
全
体
集
会
は
徳
島
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
冒

頭
、河
村
実
行
委
員
長（
地
方
共

闘
議
長
）は
、「
石
川
一
雄
さ
ん

が
不
当
逮
捕
さ
れ
た
狭
山
事
件

の
発
生
か
ら
51
年
が
経
過
し
た
。

こ
の
間
、
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
狭
山
事
件
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
や

昨
年
10
月
に
は
反
差
別
研
修
と

し
て
狭
山
市
を
訪
問
し
、
埼
玉

県
に
お
け
る
部
落
解
放
運
動
の

歴
史
と
取
り
組
み
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
狭
山
事
件
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
、
翌

日
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も

行
い
、
様
々
な
矛
盾
点
に
つ
い

て
学
習
を
深
め
て
き
た
。加
え

て
当
局
に
よ
る
誤
認
逮
捕
に
よ

る
え
ん
罪
事
件
の
多
発
、
県
内

に
お
い
て
も
差
別
落
書
き
事
件

や
遍
路
小
屋
に
外
国
人
を
中
傷

す
る
貼
り
紙
が
さ
れ
る
な
ど
悪

質
な
事
件
も
後
を
絶
た
ず
、
戸

籍
等
不
正
取
得
に
よ
る
身
元
調

査
、ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
情
報
、

民
族
排
外
主
義
を
強
め
る
ヘ
イ

ト
ク
ラ
イ
ム
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。い
ず
れ
に
し
て

も
早
急
な
人
権
侵
害
救
済
法
の

設
置
を
強
く
望
む
と
と
も
に
、

狭
山
事
件
は
部
落
差
別
が
生
ん

だ
え
ん
罪
事
件
で
あ
る
こ
と
を

各
県
一
丸
と
な
り
強
く
訴
え
、

え
ん
罪
を
広
く
国
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
狭
山
事
件
発
生
か
ら
51

年
、
東
京
高
裁
の
有
罪
判
決
か

ら40

年
と
い
う
今
こ
そ
、証
拠

開
示
と
事
実
調
べ
を
行
え
と
い

う
世
論
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て

い
こ
う
」
と
主
催
者
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
徳
島
県
、
県
教
委
、

市
長
会
か
ら
の
来
賓
あ
い
さ
つ
、

石
川
一
雄
・
早
智
子
さ
ん
か
ら

日
頃
の
支
援
に
対
す
る
お
礼
と

第
３
次
再
審
に
向
け
更
な
る
支

援
要
請
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た

後
、基
調
講
演
は
、部
落
解
放
同

　

２
０
０
９
年
に
結
成
さ
れ
、

１
人
で
も
加
入
で
き
る
労
働
組

合
、
連
合
徳
島
地
域
ユ
ニ
オ
ン

第
６
回
定
期
大
会
が
２
月
１
日

連
合
徳
島
会
議
室
で
開
か
れ
、

地
域
ユ
ニ
オ
ン
に
加
盟
す
る
労

働
組
合
・
組
合
員
・
連
合
徳
島

構
成
組
織
か
ら
15
人
が
参
加
し

た
。

　

冒
頭
、
森
本
執
行
委
員
長
は

「
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
働
く
者
を

犠
牲
に
し
た
経
済
成
長
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
。
２
０
１
５
春

季
生
活
闘
争
は
、
引
き
続
き

『
底
上
げ
・
底
支
え
』
『
格
差

是
正
』
を
実
現
し
て
い
く
。
ま

た
、
ド
イ
ツ
館
闘
争
和
解
に
至

る
経
過
及
び
判
断
を
説
明
し
、

支
援
と
協
力
に
感
謝
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
活
動
報
告
、

会
計
報
告
を
一
括
報
告
し
、
活

動
方
針
、
新
役
員
体
制
等
は
提

案
さ
れ
、
参
加
者
全
体
の
拍
手

で
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
森
本
執
行
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第
６
回
定

期
大
会
を
終
え
た
。

　

１
月
24
日
労
働
福
祉
会
館
で

連
合
徳
島
２
０
１
４
青
年
委
員

会
総
会
を
開
催
し
、
40
人
が
参

加
し
た
。

　

冒
頭
、
小
畑
委
員
長
は
「
労

働
組
合
は
組
合
員
が
支
え
合
う

活
動
で
あ
り
、
昨
年
１
年
間
み

な
さ
ん
の
支
え
で
活
動
が
で
き

た
こ
と
に
感
謝
」
と
あ
い
さ
つ
。

連
合
徳
島
河
村
会
長
が
「
３
月

14
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｋ
Ｎ

Ｔ
47
の
参
加
を
要
請
し
、
昨
年

末
行
っ
た
総
選
挙
の
結
果
を
踏

ま
え
、
今
年
４
月
に
実
施
さ
れ

る
統
一
地
方
選
挙
は
政
策
制
度

実
現
に
向
け
た
地
域
で
政
治
勢

力
の
拡
大
を
は
か
る
重
要
な
闘

い
で
あ
る
」
と
来
賓
あ
い
さ
つ
。

　

２
０
１
４
年
度
活
動
報
告
・

会
計
報
告
を
一
括
報
告
し
、
２

０
１
５
年
活
動
方
針
で
は
幹
事

会
を
定
期
的
に
開
催
、
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
、
連
合
徳
島
基
本
行

事
の
参
加
等
が
提
案
さ
れ
、
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
質

疑
で
は
、
自
治
労
の
代
議
員
か

ら
「
残
業
に
つ
い
て
」
の
質
問

が
出
さ
れ
た
。
最
後
に
小
畑
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

　

２
月
11
日
に
労
働
福
祉
会
館

別
館
５
Ｆ
ホ
ー
ル
で
徳
島
集
会

を
開
催
し
、
連
合
徳
島
構
成
組

織
や
各
団
体
か
ら
、
１
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

２
月
11
日「
建
国
記
念
の
日
」

は
、
何
ら
の
歴
史
的
根
拠
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
話
を

も
と
に
明
治
政
府
が
制
定
し
、

侵
略
戦
争
を
美
化
し
天
皇
を
賛

美
す
る
日
だ
っ
た
戦
前
の
「
紀

元
節
」
を
、
１
９
６
７
年
に
政

府
・
自
民
党
が
各
界
の
反
対
を

押
し
切
っ
て
制
定
し
た
日
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
過

を
踏
ま
え
、
毎
年
２
月
11
日
に

「
日
の
丸
・
君
が
代
・
天
皇
制
」

を
考
え
る
徳
島
集
会
を
開
催
し
、

学
習
を
深
め
て
い
る
。

  
集
会
は
、
冒
頭
、
徳
島
人
権
・

平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
富
永
議

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

人
権
セ
ン
タ
ー
ホ
ラ
イ
ゾ
ン
代

表
の
片
岡
遼
平
さ
ん
を
招
き
、

「
東
日
本
大
震
災
・
被
災
地
の

現
状
」
と
題
し
講
演
を
い
た
だ

い
た
。４
年
前
ま
で
は
大
学
で

遺
伝
子
研
究
を
し
て
い
た
が
、

２
０
１
１
年
よ
り
被
災
地
支
援

活
動
を
始
め
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
も
現
在
も
活
動
を
続
け
て

盟
中
央
本
部
・
組
坂
委
員
長
が

「
部
落
解
放
運
動
の
現
状
と
課

題
」に
つ
い
て
講
演
。水
平
社
博

物
館
が
水
平
社
宣
言
な
ど
の
資

料
を
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
申

請
す
る
こ
と
等
を
紹
介
し
「
人

間
の
尊
厳
を
確
立
す
る
た
め
、

世
界
に
広
げ
る
価
値
が
あ
る
」

と
強
調
し
た
。ま
た
人
権
侵
害

救
済
機
関（
人
権
委
員
会
）の
設

置
に
つ
い
て
も
触
れ
「
多
く
の

国
が
人
権
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
。日
本
も
１
日
も
早
い
設

置
が
求
め
ら
れ
る
」と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
２
０
１
４
年
10
月

17
日
〜
18
日
に
実
施
し
た
反
差

別（
埼
玉
）研
修
に
つ
い
て
、
国

公
総
連
の
西
山
さ
ん
が
「
見
え

な
い
手
錠
を
、一
日
も
早
い
狭

山
闘
争
の
勝
利
と
石
川
一
雄
さ

ん
に
自
由
を
」と
題
し
た
、２
日

間
の
研
修
報
告
を
行
っ
た
。

　

反
差
別
報
告
終
了
後
「
あ
る

精
肉
店
の
は
な
し
」
の
映
画
上

映
が
行
わ
れ
、牛
を
育
て
、屠
畜

し
精
肉
し
て
小
売
り
ま
で
手
が

け
る
家
族
を
撮
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
視
聴
し
た
。映
画

で
は
ナ
イ
フ
１
本
で
食
肉
を
さ

ば
く
職
人
と
し
て
の
姿
も
描
か

れ
て
お
り
、
人
の
手
を
介
し
て

生
き
物
が
食
べ
物
に
姿
を
変
え

る
。そ
の
営
み
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。ま
た
差
別
な
き
社
会
の

実
現
に
向
け
、
部
落
解
放
運
動

に
打
ち
込
ん
だ
こ
と
も
映
像
化

さ
れ
て
い
る
。

  

上
映
後
、映
画
を
制
作
さ
れ
た

纐
纈
あ
や
監
督
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
も
行
わ
れ
た
。

　

２
日
目
は
、
部
落
解
放
・
人

権
教
育（
３
会
場
）、
社
会
教
育

と
啓
発
、狭
山
・
共
同
闘
争
、企

業
・
職
域
、自
治
体
の
課
題
、男

女
平
等（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）を
テ
ー

マ
に
８
会
場
で
分
科
会
が
開
か

れ
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

い
る
。

　

講
演
で
は
、「
特
徴
的
な
事
と

し
て
、
仮
設
住
宅
の
縁
台
作
り

は
洗
濯
物
を
干
す
台
と
し
て
作

ろ
う
と
数
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
始
め
た
が
、
引
き
こ
も
り
が

ち
な
男
性
が
出
て
き
て
の
協
働

作
業
と
な
り
、
ま
た
ご
近
所
さ

ん
の
交
流
の
場
と
な
り
と
て
も

役
立
っ
た
」
と
活
動
報
告
が
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
庄
野
副
代
表
か
ら

「
東
北
の
復
興
は
ま
だ
道
半
ば

で
継
続
し
た
支
援
が
大
切
で
あ

る
」と
ま
と
め
た
。
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